
東
部
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
で
は
、

健
康
づ
く
り
と
親
睦
・
交
流
を
図

る
た
め
、
今
年
度
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
５
回
開
催
す
る

こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
目
的
を
健
康
づ
く
り

の
み
な
ら
ず
、
防
災
対
策
の
一
環

と
し
て
避
難
所
を
知
る
た
め
の

「
町
内
公
民
館
巡
り
」
を
主
に
、

食
べ
る
楽
し
み
を
加
味
し
た
「
ラ

ン
チ
会
」を
セ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
回
は
、
５
月
29
日
に

50
名
余
り
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
４
ヶ
所
の
町
内
公
民
館
を
訪

ね
た
後
、
松
本
城
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
説
明
を
受
け
る
等
、

１
時
間
半
ほ
ど
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。
特
に
、
そ
の
後
の

ラ
ン
チ
会
（
今
回
は
手
作
り
の
ピ

ザ
窯
に
よ
る
ピ
ザ
）
は
大
好
評
で

し
た
。

今
後
は
、７
月
に
戸
隠
高
原
へ
、

９
月
は
あ
が
た
の
森
へ
（
ラ
ン
チ

は
カ
レ
ー
）、
11
月
は
町
内
公
民

館
巡
り
№
２
（
ラ
ン
チ
は
ソ
バ
）

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

東
部
地
区
町
会
連
合
会
は
、
ド

ラ
ム
缶
で
出
来
た
ピ
ザ
窯
を
作
製

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
区
事
業

で
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

非
常
時
で
の
利
用
も
想
定
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
ピ
ザ

会
で
は
、
生
地

や
上
に
乗
せ
る

具
は
、
地
区
有

志
の
皆
さ
ん
や

館
報
編
集
委

員
、
福
祉
ひ
ろ

ば
・
公
民
館
職

―

楽
し
く

　
　づ
く
り
と

　
　づ
く
り―

―

楽
し
く

　
　づ
く
り
と

　
　づ
く
り―

●
初
挑
戦 

ド
ラ
ム
缶
ピ
ザ

●
初
挑
戦 

ド
ラ
ム
缶
ピ
ザ

我
が
ま
ち
自
慢

我
が
ま
ち
自
慢

●
清
水
西
町
会

　青
山
繁
・
千
尋
ご
夫
妻

歌
い
続
け
て
50
数
年 

ま
だ
ま
だ
歌
え
る
？

ふ
れ
健
や
相
澤
先
生
の
音
楽
会

で
大
き
な
声
で
歌
う
青
山
ご
夫
妻

に
、
歌
う
楽
し
み
を
伺
い
ま
し
た
。

　

―

合
唱
歴
は

夫
は
団
長
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
本

放
送
合
唱
団
、
松
本
混
声
、
ア
ル

モ
ニ
ア
を
経
て
松
本
シ
テ
ィ
コ
ー

ル
で
テ
ノ
ー
ル
を
、
妻
は
高
校
で

70
人
の
合
唱
部
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
団

か
ら
は
一
緒
に
ソ
プ
ラ
ノ
を
歌
っ

て
き
ま
し
た
。

―

歌
っ
て
楽
し
い
こ
と
は

古
今
の
名
曲
に
巡
り
合
い
、
４

声
や
８
声
な
ど
で
、
各
パ
ー
ト
の

響
き
が
合
っ
た
時
の
ワ
ク
ワ
ク
感

が
と
て
も
楽
し
み
な
世
界
で
す
。

―

活
動
の
発
表
は

年
１
回
の
定
期
演
奏
会
で
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
作
品
を
無

伴
奏
で
。
時
に
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

員
が
50
枚
分
余
り
を
用
意
し
ま
し

た
。当

日
は
東
町
１
丁
目
に
あ
る
東

部
防
災
緑
地
を
会
場
と
し
、
町
会

長
、
日
赤
奉
仕
団
、
環
境
衛
生
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
担
当
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
。
ま
た
お
願
い
し
た

い
。」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

今回地区で製作したドラム缶ピザ
窯は、入山辺地区の「こんな山辺に
するじゃん会」より設計図の提供を
いただき、葭町の二村製作所さんが
加工、地区団体役員の皆さんが塗装
を行いました。一見ドラム缶に煙突
を付けただけの様に見えますが、内
部は２重になっていて、窯の中には
熱だけが伝わる構造になっています。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ド
ラ
ム
缶
ピ
ザ
窯

＆＆

地
域
地
域

健
康
健
康

ン
や
ハ
ー
プ
と
の
共
演
も
。

―

歌
い
続
け
る
た
め
に
は

合
唱
の
練
習
は
週
１
回
。
他
に

40
代
か
ら
先
生
に
つ
い
て
発
声
を

学
び
な
が
ら
日
本
や
ド
イ
ツ
の
歌

曲
や
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を
歌
う
の

も
楽
し
い
時
間
で
す
。
生
活
面
で

は
偏
ら
な
い
食
事
と
ジ
ム
で
の
運

動
で
体
調
を
維
持
す
る
傍
ら
で
き

る
だ
け
内
外
の
生
の
演
奏
を
聴
く

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

―

大
切
な
思
い
出
は

合
唱
で
は
音
文
ホ
ー
ル
の
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
お
披
露
目
演
奏
会
の

出
演
、
助
人
の
岡
谷
合
唱
団
の
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
、
小
澤
征
爾

先
生
の
指
揮
で
第
九
を
歌
っ
た
こ

と
。
声
楽
で
は
仲
間
と
何
度
か

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
り
、
ウ
ィ
ー
ン

や
ボ
ン
で
発
表
会
を
開
い
た
り
一

流
の
演
奏
を
聞
い
た
こ
と
な
ど
。

―

今
後
の
目
標
は

暮
れ
に
予
定
し
て
い
る
バ
ッ
ハ

の
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ラ
ト
リ
オ
の
発

表
に
向
け
て
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
少
人
数
の
昔
の
仲
間
と
、
福

祉
施
設
な
ど
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
も
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

指
揮
者
や
声
楽
の
先
生
、
仲
間

に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
が

ら
、
も
う
し
ば
ら
く
歌
い
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
唱
に
限
ら
ず
多
方
面
で
ご

活
躍
さ
れ
る
お
二
人
は
、
併
せ
て

１
５
０
歳
。
音
楽
に
も
ス
ト
イ
ッ

ク
に
取
り
組
む
姿
は
若
々
し
さ
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。

図解ドラム缶ピザ窯
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清

水

東

清

水

中

清

水

西

片

端

町

出
居
番
町

東
町
一
丁
目

東
町
二
丁
目

東
町
三
丁
目

鍛

冶

町

餌

差

町

桜

町

下
横
田
町

南
上
横
田
町

葭

町

安
保
　 

隆
充

三
代
澤 

健
一

服
部
　 

聖
一

茂
住
　 

宏
幸

上
島
　 

邦
夫

一
志
　
　 

誠

新
村
　 

昌
弘

小
澤 

佐
智
浩

北
沢
　
　 

信

宮
下
　 

隆
夫

水
瀬
　
　 

明

巣
山
　 

篤
夫

土
屋
　 

晃
一

二
村
　 

太
郎

○　◎◇○

町
会
長
の
皆
さ
ん

地
区
団
体
と
代
表
者
の
皆
さ
ん

◆
町
会
連
合
会

◆
社
会
福
祉
協
議
会

◆
民
生
児
童
委
員
協
議
会

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

◆
体
育
協
会

◆
環
境
衛
生
協
議
会

◆
町
内
公
民
館
長
会

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

◆
防
災
部

◆
日
赤
奉
仕
団

◆
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

◆
子
ど
も
会
育
成
つ
ぼ
み
の
会

◆
東
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

北
沢 

　
　
信

北
沢 

　
　
信

赤
羽 

　
宣
子

宮
下 

　
隆
夫

小
澤 

佐
智
浩

大
澤 

　
　
亘

植
松 
　
茂
夫

新
村 

　
昌
弘

鳥
羽 

　
洋
志

三
代
澤 

明
子

新
村 

み
の
り

三
代
澤 

健
一

宮
下 

　
隆
夫

（
鍛
冶
町
）

（
鍛
冶
町
）

（
桜
　
町
）

（
餌
差
町
）

（
東
町
三
）

（
清
水
中
）

（
南
上
横
）

（
東
町
二
）

（
南
上
横
）

（
清
水
中
）

（
東
町
二
）

（
清
水
中
）

（
餌
差
町
）

◆
公
民
館

　
　館

　長

　
　主

　事

　
　職

　員

　
　職

　員

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◆
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　セ
ン
タ
ー
長

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　管
理
者

他

宮
下 

　
隆
夫

望
月 

　
　
優

宮
澤 

由
美
子

宮
坂 

　
正
美

青
木
　 

千
史

山
口 

州
美
礼

藤
野 

　
一
男

赤
澤 

　
清
孝

ひ
ろ
ば
企
画
委
員
の
皆
さ
ん

東
部
複
合
施
設
職
員

宮
下 

　
隆
夫

島
　 

　
宣
子

茂
住 

　
宏
幸

三
代
澤 

健
一

新
村 

み
の
り

◎〇◇

（
餌
差
町
）

（
南
上
横
）

（
片
端
町
）

（
清
水
中
）

（
東
町
二
）

赤
羽 

　
宣
子

平
林 

　
千
佳

浅
野 

ヨ
シ
子

土
屋 

　
晃
一

三
代
澤 

明
子

巣
山 

　
篤
夫

矢
口 

　
洋
子

◇◇

（
桜
　
町
）

（
清
水
中
）

（
桜
　
町
）

（
南
上
横
）

（
清
水
中
）

（
下
横
田
）

（
葭
　
町
）

東
部
地
区
初
め
て
の
取
り
組
み

と
し
て
、
全
14
町
会
を
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
複
数
町
会
バ
ス
講
座

を
５
、
６
月
に
随
時
実
施
し
ま
し

た
。今

年
度
は
上
高
地
の
自
然
と
ふ

れ
あ
い
散
策（
ウ
ォ
ー
ク
）を
テ
ー

マ
に
、
自
然
の
環
境
保
護
に
つ
い

て
学
ぶ
と
共
に
、
東
部
地
区
各
町

会
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。

６
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
最
終

回
と
な
る
３
回
目
の
講
座
に
、
取

材
の
為
、
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
は
午
前
雨
予
報
の
中
、
参

加
者
30
名
と
ガ
イ
ド
を
快
く
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
お
話

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
一
路
上
高
地

へ
。朝
か
ら
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

東
部
地
区
複
数
町
会
バ
ス
講
座

 

「
初
夏
の
上
高
地
、散
策
会
」

東
部
地
区
複
数
町
会
バ
ス
講
座

 

「
初
夏
の
上
高
地
、散
策
会
」

※
公
民
館
委
員
の
皆
様
は

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
と
な
り
ま
す
。

釜
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
瞬
間
、
雨

脚
が
激
し
く
な
り
、
計
画
し
て
い

た
明
神
池
周
辺
ま
で
の
「
健
脚

コ
ー
ス
」、
大
正
池
周
辺
ま
で
の

「
散
歩
コ
ー
ス
」
の
各
散
策
は
大

事
を
と
っ
て
河
童
橋
周
辺
の
自
由

行
動
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
中
に
は
雨
に
打
た
れ
て
も
健
脚

コ
ー
ス
に
行
っ
て
き
た
と
い
う
ツ

ワ
モ
ノ
の
女
性
グ
ル
ー
プ
も
お
り

ま
し
た
。

午
後
に
は
、
沢
渡
温
泉
の
足
湯

施
設
に
立
ち
寄
り
交
流
を
深
め
る

機
会
に
恵
ま
れ
、
稲
核
の
風
穴
を

見
学
し
、
そ
の
構
造
と
歴
史
や
現

在
の
活
用
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東部地区各団体・
東部複合施設

（◎会長・委員長　○副会長・副委員長　◇新任　順不同）

頑張っています頑張っています
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